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人口と世帯（平成18年12月1日現在）1,755世帯（?2 ）男2,788 人（?4 ）女2,917 人（?4 ）計5,70 5（?8 ）

「朝　光」第２回片品の景観写真コンテスト 村長賞作品
この写真は、夜中に富士見下からアヤメ平まで雪道を歩き、朝

日を待って撮影した作品です。12月の朝の光は、幻想的な色で
尾瀬を包みました。

出品者 入澤一郎さん（沼田市）
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平
成
18
年
９
月
末
現
在
の
片
品
村
の
財
政
事
情
は
、
次
表
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
行
財
政
に
関
す
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
本
掲
載
は
「
片
品
村
財
政
事
情
書
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る

条
例
」
に
基
づ
く
掲
載
の
た
め
、
速
報
数
値
で
あ
り
、
監
査
等
承
認
手
続

未
了
の
数
値
で
す
。

歳　入歳　出

村の様子

人　口　5,718人

（男：2,794人　女2,924人）

世帯数　1,757世帯

面　積　392,01km2

区　　分　　　　　今期末現在高

財政調整基金 604,199

土地開発基金（現金） 380,813

土地開発基金（土地） 82,237

奨学基金 4,191

区　　分　　　　　 今期末現在高

地位づくり特別事業基金 360

減債基金 782

福祉基金 100,000

ふるさと農村活性化基金 10,178

会 計 名

国民健康保険

老 人 保 健

簡易水道事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険

予算額

694,769

660,811

127,443

240,092

308,779

収入済額

227,639

282,118

40,286

11,261

130,895

支出済額

287,168

266,986

45,321

88,634

120,255

執行率

41.3％

40.4％

35.6％

36.9％

38.9％

執行率

32.8％

42.7％

31.6％

4.7％

42.4％

項 目

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

予 算 額

406,381

406,354

0

48,357

現年度収支額

98,777

78,435

0

14,536

執行率

24.3%

19.3%

0.0%

30.1%

◎特別会計の執行状況

◎基金現在高

◎村有財産の状況

◎観光施設事業の状況

◎地方債及び一時借入金の状況

土　地
（山林含む）

536万1,311㎡

建　物

5万5,670㎡

山　林

400万3,001㎡

物品(車両）

84台

出資金など

1億29209千円 （単位：千円）

（単位：千円） （単位：千円）

平成18年9月30日現在
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10
月
26
日
（
木
）、
東
京
都
練
馬

区
長
が
片
品
村
を
表
敬
訪
問
し
た
。

今
回
の
訪
問
は
、
今
年
５
月
末
に

千
明
村
長
が
練
馬
区
役
所
を
訪
問
し

た
際
の
懇
談
の
な
か
で
区
長
に
「
片

品
村
を
見
て
ほ
し
い
」
と
要
請
し
た

こ
と
を
受
け
て
実
行
し
た
も
の
で

す
。志

村
区
長
は
多
忙
な
公
務
を
調
整

し
て
伊
藤
産
業
地
域
振
興
部
長
、
内

木
秘
書
課
長
と
３
名
で
紅
葉
盛
ん
な

片
品
村
役
場
に
到
着
し
ま
し
た
。

慌
た
だ
し
く
村
内
視
察
に
出
発

し
、
最
初
に
菅
沼
・
築
地
地
区
の
高

原
野
菜
や
り
ん
ご
畑
を
車
窓
か
ら
見

学
、
８
月
に
種
を
蒔
い
た
下
平
の
練

馬
大
根
畑
を
案
内
し
、
千
明
村
長
が

片
品
村
特
産
の
青
首
大
根
と
の
比
較

を
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
紅
葉
の
綺
麗
な
白
根
魚
苑
付

近
を
走
り
丸
沼
で
落
葉
し
た
白
樺
林

を
歩
き
湖
畔
に
出
る
と
２
０
０
０
ｍ

級
の
山
は
秋
の
陽
を
浴
び
て
、
ま
さ

に
小
暮
真
望
ポ
ス
タ
ー
「
秋
の
丸
沼
」

そ
の
も
の
で
し
た
。
溜
息
が
出
る
ほ

ど
の
景
色
に
志
村
区
長
も
絶
賛
し
て

い
ま
し
た
。

日
光
白
根
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
山

頂
駅
ま
で
上
が
り
、
武
尊
山
、
白
根

山
な
ど
一
望
す
る
と
と
も
に
、
千
明

村
長
か
ら
「
見
え
る
範
囲
が
片
品
村

で
す
。」
と
の
説
明
に
驚
い
て
い
ま

し
た
。

時
間
の
都
合
で
一
部
分
し
か
案
内

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
片
品
村

の
自
然
環
境
の
良
さ
に
大
変
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

「
今
後
は
練
馬
区
と
片
品
村
で
お

互
い
に
無
理
を
せ
ず
、
で
き
る
交
流

か
ら
始
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
の

こ
と
で
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。

人
口
の
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
医
療
費
が

年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
医
療

費
財
政
が
パ
ン
ク
し
て
し
ま
い
ま
す
。
医
療
費
財
政
が
苦
し

く
な
れ
ば
保
険
税
や
自
己
負
担
金
の
値
上
が
り
等
、
お
年
寄

り
は
も
ち
ろ
ん
若
い
世
代
の
人
の
生
活
に
も
大
き
く
影
響
し

て
き
ま
す
。

生
活
水
準
が
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
病
気
の
種
類
も
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
や
ガ
ン
な
ど
の
生
活
習
慣
病

の
増
加
が
医
療
費
を
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
う
言
葉
を
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
で
聞
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
内
蔵
肥
満
に
高
血
圧
、

高
血
糖
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
危
険
因
子
を
併
せ
持
っ
た
状

態
で
い
る
と
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞

な
ど
の
命
に
関
わ
る
重
大
な
疾
患
へ
繋
が
る
危
険
性
が
高
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
病
気
に
な
っ
て
か
ら
考
え

る
の
で
は
な
く
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
日
頃
か
ら
生
活

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
健
康
で
元
気
に
長
生
き
す
る
為
に

次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
食
事
は
一
日
三
回
規
則
正
し
く
、
よ
く
噛
み
、
摂
取
量
に

も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
運
動
を
す
る
習
慣
を
も
ち
内
臓
脂
肪
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

③
野
菜
や
果
物
な
ど
食
物
繊
維
を
と
る

④
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

⑤
新
聞
や
テ
レ
ビ
か
ら
情
報
を
得
る

⑥
趣
味
を
持
ち
気
分
転
換
を
す
る

⑦
家
に
閉
じ
こ
も
ら
な
い
で
外
出
を
よ
く
す
る

⑧
就
寝
・
起
床
時
間
が
決
ま
っ
て
い
る

⑨
信
頼
で
き
る
か
か
り
つ
け
医
を
も
っ
て
い
る

健
康
で
楽
し
い
人
生
が
送
れ
る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が

健
康
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

練
馬
区
長
が
表
敬
訪
問

片
品
の
景
観
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

秋
の
片
品
村
内
を
視
察

挨拶をする志村区長と村長、教育長、総務課長、
むらづくり観光課長（右側より）

練馬大根の成長を説明する千明村長
丸沼湖畔で前列左から伊藤部長、志村区長、

千明村長、内木課長

足湯に浸かりながら観光客と談笑する志村区長

第
２
回
片
品
村
「
今
残
し
た
い

片
品
の
景
観
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
し
ま
し
た
と
こ
ろ
村
内
外

か
ら
１
４
４
作
品
の
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

11
月
１
日
（
水
）
中
央
公
民
館

２
階
会
議
室
に
お
い
て
、
写
真
家

「
新
井
幸
人
」
氏
を
お
招
き
し
、
審

査
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

隊
、
東
消
防
署
、
ス
キ
ー
場
連
絡

協
議
会
、
遭
難
対
策
救
助
隊
な
ど

の
関
係
団
体
参
加
の
も
と
、
防
災

ヘ
リ
救
急
搬
送
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
は
「
ス
キ
ー
客
が
リ
フ
ト

の
支
柱
に
衝
突
し
た
事
故
」
を
想

定
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
発
煙
筒

や
無
線
を
使
い
、
手
信
号
で
リ
コ

プ
タ
ー
を
着
陸
誘
導
し
た
後
、
航

空
隊
員
の
指
示
で
負
傷
者
を
防
災

ヘ
リ
へ
収
容
し
ま
し
た
。

防
災
ヘ
リ
救
急
搬
送
の
訓
練
実
施

11
月
２
日
（
木
）
丸
沼
高
原
ス

キ
ー
場
に
お
い
て
、
県
防
災
航
空 渋川市の新井幸人氏が審査した

植林を通じて水や森林
の大切さを考えた

りんごやトマトジュースが人気だった

片品村コーナー

群馬県防災ヘリはるなを使い実施訓練

10
月
21
日
〜
22
日
に
、
群
馬
県
と

東
京
都
共
催
に
よ
る
「
水
源
地
域
の
植

林
体
験
会
」
が
戸
倉
地
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
「
植
林
体
験
会
」
の
趣
旨
は
、

上
下
流
交
流
を
通
じ
て
、
水
と
水
を
育

む
森
林
の
大
切
さ
や
、
流
域
全
体
の
た

め
に
造
ら
れ
る
ダ
ム
や
水
源
地
域
の
問

題
に
つ
い
て
流
域
全
体
で
考
え
、
取
組

む
こ
と
を
目
指
し
、
よ
り
多
く
の
人
々

に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
事
業
で

す
。今

回
植
林
実
施
に
あ
た
り
、
地
ご
し

ら
え
か
ら
植
林
ま
で
、
直
接
指
導
し
て

い
た
だ
い
た
「
山
造
ほ
う
し
の
会
」
の

皆
様
方
に
は
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、植
林
場
所
を
提
供
し
て
頂
き
、

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
な
ど

３
０
０
本
の
植
林
が
で
き
、
戸
倉
地
区

の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
戸
倉
地
区
の
地
域
交
流
な
ど
憩

い
の
場
所
と
し
て
、
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

利
根
川
水
系
上
下
流
交
流

事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

埼
玉
県
上
尾
ま
つ
り
で

観
光
ピ
ー
ア
ー
ル

蕨
市
宿
場
ま
つ
り
で

観
光
ピ
ー
ア
ー
ル

11
月
11
日
に
、
防
災
協
定
を
結

ん
で
い
る
埼
玉
県
上
尾
市
で
開
催

さ
れ
た
上
尾
ま
つ
り
に
片
品
村
が

参
加
し
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し

た
。ま

つ
り
会
場
は
、
市
の
農
業
共

進
会
や
工
業
フ
ェ
ア
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
模
擬
店
と
即
売
コ
ー

ナ
ー
な
ど
催
し
物
い
っ
ぱ
い
で
、

多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

お
祭
り
に
参
加
し
た
村
づ
く
り

観
光
課
と
観
光
協
会
の
職
員
は
、

来
場
者
に
、
村
の
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
配
付
と
、
特
産
品
の
販
売
を

行
い
、
片
品
村
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

片
品
村
と
ふ
れ
あ
い
協
定
と
防
災

協
定
を
結
ん
で
い
る
埼
玉
県
蕨
市

で
、
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
宿
場

ま
つ
り
に
片
品
村
が
参
加
し
、
観
光

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

宿
場
ま
つ
り
は
、
中
仙
道
の
蕨
宿

の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
蕨
市
を
代
表

す
る
祭
で
す
。
祭
当
日
は
、
む
ら
づ

く
り
観
光
課
の
職
員
が
、
祭
を
楽
し

み
に
訪
れ
た
多
く
の
来
場
者
に
、
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
付
や
特
産
品

を
販
売
し
、
片
品
村
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
協
定
締
結
10

周
年
記
念
の
年
に
あ
た
り
、
記
念
の
、

の
ぼ
り
旗
も
掲
げ
ら
れ
、
祭
り
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）
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11
月
11
日
（
土
）、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
14
名
（
う
ち
高
校
生
１
名
）

で
村
内
河
川
の
不
法
投
棄
場
所
の

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
、

廃
タ
イ
ヤ
・
粗
大
ご
み
・
生
活
ご

み
等
約
１
ト
ン
の
ご
み
を
回
収
し

ま
し
た
。

今
回
行
っ
た
場
所
は
、
河
川
を

中
心
と
し
た
清
掃
で
、
戸
倉
の
片

品
川
・
車
沢
周
辺
と
花
咲
の
綱
沢

川
僧
之
沢
橋
の
清
掃
を
行
い
ま
し

た
が
、
地
元
の
方
が
捨
て
た
と
思

わ
れ
る
ご
み
が
多
く
回
収
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
片
品
村
を
訪
れ
た
釣
り

人
が
、
塗
川
周
辺
の
河
川
清
掃
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
行
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
地
元
の
人
が
ご

み
を
捨
て
て
い
る
よ
う
で
は
、
美

し
い
片
品
村
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

不
法
投
棄
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
生
活
環
境
課
）

使った物は最後まで責任をもちたい生
活
の
知
恵
が
い
っ
ぱ
い

バザーはたくさんの人だかり

水洗化され利用しやすくなった鍛治屋集会所

購入した机

平
成
18
年
度
利
根
郡
体
育
協
会

の
優
秀
選
手
等
の
表
彰
式
が
10
月

31
日
に
利
根
沼
田
県
民
局
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
中
の
活
躍
が
認
め

ら
れ
、
片
品
村
か
ら
は
６
名
の
方

が
優
秀
選
手
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

受
賞
者

卓
　
球
　
青
木
　
唯
（
須
賀
川
）

陸
　
上
　
梅
澤
裕
樹
（
土
出
）

星
野
一
忠
（
越
本
）

入
澤
純
子
（
越
本
）

入
澤
正
次
郎
（
越
本
）

星
野
　
勤
（
鎌
田
）

今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
利
根
郡
体
育
協
会
表
彰

観客も多く選手も力が入った

声高らかに熱戦が繰り広げられた

11
月
12
日
（
日
）、
片
小
体
育

館
を
会
場
に
村
民
卓
球
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
小

学
生
、
中
学
生
か
ら
一
般
ま
で
６

４
名
の
選
手
が
参
加
し
、
終
日
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

役
員
、
選
手
の
皆
さ
ん
早
朝
よ

り
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
小
学
生
男
子
の
部

優
　
勝
　
萩
原
　
　
優
（
北
小
）

準
優
勝
　
萩
原
　
豪
也
（
北
小
）

第
３
位
　
歸
山
　
駿
斗
（
北
小
）

〃
　
　
梶
原
　
紳
吾
（
片
小
）

★
小
学
生
女
子
の
部
　

優
　
勝
　
星
野
　
真
里
（
武
小
）

準
優
勝
　
三
浦
　
　
慧
（
武
小
）

第
３
位
　
星
野
あ
す
実
（
武
小
）

〃
　
　
星
野
和
華
子
（
武
小
）

★
中
学
生
女
子
の
部
　

優
　
勝
　
梅
澤
明
野
花

準
優
勝
　
星
　
　
和
花

第
３
位
　
三
浦
　
　
歩

〃
　
　
横
坂
　
杏
歌

★
一
般
女
子
の
部

優
　
勝
　
青
木
　
　
唯

準
優
勝
　
星
野
　
夏
美

第
３
位
　
吉
野
　
愛
美

11
月
23
日
（
木
）
片
中
体
育
館

に
お
い
て
、
第
44
回
婦
人
会
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
婦
人
会
員
の
体
力
の
増

進
と
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
大
会
に
は
、
各
地
区
か
ら
26
チ

ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

○
優
勝
…
…
６
支
部
Ｃ
チ
ー
ム

○
準
優
勝
…
６
支
部
Ｂ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
３
支
部
Ａ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
６
支
部
Ａ
チ
ー
ム

敗
者
復
活
戦
（
二
部
大
会
）

○
優
勝
…
…
５
支
部
Ｅ
チ
ー
ム

○
準
優
勝
…
３
支
部
Ｂ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
４
支
部
Ｂ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
３
支
部
Ｃ
チ
ー
ム

選
手
・
役
員
の
皆
様
は
朝
早
く

か
ら
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

村
民
卓
球
大
会

婦
人
会

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

平
成
15
年
度
ま
で
利
根
郡
民
体

育
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
一
昨
年
か
ら
郡
体
育
協

会
の
各
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
県
民
体

育
大
会
の
利
根
郡
予
選
会
と
し
て

各
競
技
ご
と
に
お
こ
な
う
こ
と
と

な
り
、
本
年
も
９
月
か
ら
10
月
に

か
け
郡
市
内
で
、
そ
れ
ぞ
れ
郡
の

予
選
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
11
月
５
日
、
12
日
に

は
郡
予
選
会
等
で
選
出
さ
れ
た
選

手
が
出
場
し
第
44
回
県
民
体
育
大

会
が
伊
勢
崎
市
を
は
じ
め
県
内
各

地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
選
手
の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
主
な
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

県
民
体
育
大
会
利
根
郡
予
選
会

優
　
勝

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

陸
上
中
学
生
１
０
０
ｍ
男
子

鏑
木
　
陽
介

30
歳
代
１
０
０
ｍ
男
子

星
野
　
一
忠

40
歳
代
１
０
０
ｍ
男
子

星
野
　
　
勤

中
学
生
１
５
０
０
ｍ

井
上
　
　
廉

準
優
勝

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子

第
３
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

※
個
人
種
目
は
優
勝
の
み
掲
載

県
民
体
育
大
会

準
優
勝

陸
上
男
子

40
歳
代
１
０
０
ｍ
　
星
野
　
勤

陸
上
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

（
星
野
　
勤
、
星
野
一
忠
）

第
３
位

陸
上
男
子

30
歳
代
１
０
０
ｍ
星
野
　
一
忠

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

県
民
体
育
大
会

県
民
体
育
大
会
郡
予
選
会

秋
の
環
境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
不
法
投
棄
の
ご
み
撤
去

11
月
17
日
（
金
）、

役
場
２
階
に
お
い
て
、

関
係
各
位
の
ご
協
力

の
も
と
消
費
生
活
展

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
限
り
あ
る
資
源

有
効
利
用
で
健
康
づ

く
り
・
環
境
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
体
と

環
境
に
優
し
い
商
品

の
販
売
や
健
康
相
談

等
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
に
来

場
し
て
い
た
だ
き
、

有
意
義
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

11
月
17
日
（
金
）

役
場
２
階
に
お
い
て
不

用
品
福
祉
バ
ザ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

村
民
の
皆
様
に
寄
付
し

て
い
た
だ
い
た
多
く
の

品
物
を
各
コ
ー
ナ
ー
別

に
仕
分
け
し
即
売
を
し

ま
し
た
。
当
日
は
大
勢

の
皆
様
に
お
い
で
い
た

だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

な
お
、
バ
ザ
ー
収
益

金
に
つ
き
ま
し
て
は
社

会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

い
た
し
ま
す
。

第27回消費生活展開催

不用品福祉バザー開催

こ
の
た
び
、
片
品
村
で
は
、
平

成
18
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
の
助
成
を
受
け
会
議
用
テ
ー
ブ

ル
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
（
財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
行
っ
て
い
る
事
業
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、

そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
を

行
う
た
め
に
、
自
治
宝
く
じ
の
収

益
金
の
一
部
が
助
成
さ
れ
る
も
の

で
す
。

各
行
事
に
積
極
的
に
活
用
さ
れ
、

地
域
の
連
帯
感
の
向
上
や
、
自
治

意
識
の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

平
成
18
年
度
魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
支
援
事
業
の
助
成

魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
支
援
事
業

を
受
け
、
鍛
冶
屋
集
会
所
ト
イ
レ

の
水
洗
化
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
（
財
）
群
馬
県
市

町
村
振
興
協
会
の
行
っ
て
い
る
事

業
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促

進
し
、
そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る

と
と
も
に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報

事
業
を
行
う
た
め
に
、「
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
の
収
益
金
等

を
財
源
と
し
、
助
成
さ
れ
る
も
の

で
す
。

鍛
冶
屋
集
会
所
が
積
極
的
に
活
用

さ
れ
、
地
域
連
帯
感
の
向
上
や
、

自
治
意
識
の
向
上
に
役
立
つ
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。（
む
ら
づ
く
り

観
光
課
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
に
よ
り

会
議
用
テ
ー
ブ
ル　
（
集
会
施
設
の

環
境
整
備
）　
を
購
入
し
ま
し
た

ご
協
力
を
頂
い
た
村
民

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
婦
人
会
役
員
の

皆
さ
ん
、
早
朝
よ
り
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）
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か
た
し
な
音
楽
祭

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

11
月
19
日
（
日
）、
片
品
村
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
11
回
か
た
し

な
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
音
楽
祭
は
、
村
内
の
音
楽
愛

好
家
皆
さ
ん
に
よ
る
手
づ
く
り
の
音

楽
祭
で
す
。

今
年
の
参
加
者
は
、
ピ
ア
ノ
演
奏

65
名
、
バ
ン
ド
他
が
13
組
と
例
年
に

比
べ
る
と
参
加
が
多
く
、
若
さ
あ
ふ

れ
る
演
奏
に
観
客
席
か
ら
も
応
援
の

声
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ン
ド
演
奏
に
は
欠
か
せ

な
い
音
響
設
備
は
、
沼
田
市
の
角
田

豊
さ
ん
が
、
個
人
所
有
の
本
格
機
器

を
前
日
か
ら
搬
入
セ
ッ
ト
し
、
当
日

も
無
償
で
操
作
を
し
て
く
れ
ま
し
た

し
た
。

次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
出
演
者
の
皆
さ
ん
方
も
腕
を
磨

い
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

11
月
23
日
（
木
）、
利
根
商
業
高

校
武
道
場
に
お
い
て
行
わ
れ
た
標
記

大
会
柔
道
の
部
に
、
片
品
村
柔
道
教

室
か
ら
６
名
の
選
手
が
出
場
し
ま
し

た
。
足
の
踏
み
場
も
な
い
く
ら
い
の

応
援
者
が
集
ま
っ
た
中
、
幼
児
の
部

で
出
場
し
た
南
保
育
所
の
内
田
悠
太

君
が
見
事
準
優
勝
に
な
り
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
さ
ん
早
朝
か
ら
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。

第
48
回

利
根
沼
田
青
少
年
柔
剣
道
大
会

第
３
回
日
本
太
鼓
ジ
ュ
ニ

ア
コ
ン
ク
ー
ル
群
馬
県
大

会
に
参
加
し
ま
し
た

日頃の練習成果を披露

音響機器を1日提供してくれた角田さん素晴らしい音色を聞かせてくれた

日頃の練習の成果を出した皆さん

南保育所の内田君

こ
ん
な
と
き
こ
ん
な
届
け
出
が
必
要
で
す

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る

公
的
年
金
制
度
で
す
。
加
入
者
（
被
保
険
者
）
は
、
就
職
し
た
と
き
や
退
職
し

た
と
き
を
は
じ
め
、
次
の
よ
う
な
機
会
ご
と
に
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
や
学
生
な
ど
）
が
、

●
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
と
き

本
人
の
勤
務
す
る
事
業
所
が
社
会
保
険
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

●
結
婚
、
配
偶
者
の
就
職
、
あ
な
た
の
収
入
減
な
ど
に
よ
り
、
第
２
号
被
保
険

者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ
提
出
し
ま
す
。

事
業
所
が
社
会
保
険
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
）
が
、

●
退
職
し
た
と
き

本
人
が
市
町
村
国
民
年
金
担
当
係
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

●
退
職
し
て
、
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ
提
出
し
ま
す
。

事
業
所
が
社
会
保
険
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
が
、

●
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
と
き

本
人
の
勤
務
す
る
事
業
所
が
社
会
保
険
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

●
あ
な
た
の
収
入
増
、
配
偶
者
の
退
職
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
配
偶
者
の
扶
養

で
な
く
な
っ
た
と
き

本
人
が
市
町
村
国
民
年
金
担
当
係
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
減
額
さ
れ
た
り
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第
40
回
片
品
村
総
合
産
業
文
化
展

盛
大
に
開
催

11
月
２
日
・
３
日
の
２
日
間
、
役

場
に
お
い
て
第
40
回
片
品
村
総
合
産

業
文
化
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
一
般
の
部
（
９
部
門
）

４
３
８
点
、
小
中
学
校
・
尾
瀬
高

校
・
保
育
所
７
４
４
点
、
合
計
１
１

８
２
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
関
連
行
事
と
し
て
11
月
３

日
に
は
中
央
公
民
館
で
将
棋
大
会
が

開
催
さ
れ
、
５
日
に
は
、
第
23
回
芸

能
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
１
日
の
搬
入
・
審
査
か

ら
６
日
の
搬
出
・
片
付
け
と
ご
協
力

い
た
だ
い
た
役
員
や
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新聞にも紹介された切り絵

蕨市からもふれあい交流作品展 大きくしっかりした字 毎年見事な作品を作る菊花の部

片
品
村
文
化
協
会

表
彰
受
賞
者
決
定

11
月
26
日
（
日
）
甘
楽
郡
甘
楽
町

文
化
会
館
に
お
い
て
、
第
３
回
日
本

太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
群
馬
県

大
会
（
参
加
チ
ー
ム
は
高
校
生
以
下

15
人
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
か
ら
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
を
含

む
13
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
で
は
、
小
中
学

生
９
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
た
新

曲
「
吹
雪
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

惜
し
く
も
３
位
内
入
賞
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
者
と
の
交
流

を
深
め
る
と
と
も
に
、
各
チ
ー
ム
の

素
晴
ら
し
い
演
奏
技
術
に
刺
激
を
受

け
て
き
ま
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

文　
化　
の　
秋　

◎
文
化
功
労
賞
　
１
名

（
片
品
村
文
化
協
会
活
動
に

20
年
以
上
功
労
の
あ
っ
た
人
）

梅
澤
　
照
二
（
写
　
真
）

◎
永
年
表
彰
　
　
７
名

（
片
品
村
文
化
協
会
活
動
に

10
年
以
上
功
労
の
あ
っ
た
人
）

笠
原
　
良
和
（
民
　
芸
）

笠
原
　
信
充
（
文
化
財
）

萩
原
　
す
ぎ
（
書
　
道
）

奥
原
　
悦
子
（
書
　
道
）

小
山
内
佳
子
（
書
　
道
）

木
内
い
よ
子
（
書
　
道
）

宮
田
　
新
次
（
写
　
真
）

◎
優
秀
賞
　
　
10
名

（
県
規
模
以
上
の
展
示
会
及
び

コ
ン
ク
ー
ル
等
に
入
選
し
た
人
）

笠
原
　
信
充
（
書
　
道
）

桑
原
ゑ
み
子
（
書
　
道
）

江
口
　
麻
美
（
書
　
道
）

岡
澤
　
涼
子
（
美
　
術
）

星
野
明
樹
子
（
美
　
術
）

星
野
　
和
子
（
美
　
術
）

古
屋
　
花
子
（
片
　
小
）

武
藤
　
三
欄
（
南
　
小
）

星
野
　
菜
月
（
北
　
小
）

鏑
木
　
麻
綺
（
北
　
小
）

文　
化　
の　
秋　

図書室カレンダー

読んでみませんか

『片品川』
武井　要　著

＊午後1時30分～5時30分開室
＊ はお休みです。

片品川を流れる片品村で育った茂
と雪子。五年振りの再会に心躍らせ
る茂だったが、五年の星霜は彼女の
人生を過酷なものに変えていた。拭
い去れない“恨み”を乗り越え生き
ようとした女性の半生…
場面は片品から沼田、東京へと移り
ます。

『続　片品川』もどうぞ！
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原
沢
　
唯
　
さ
ん

片
中
３
年

鎌
田
　

今
月
の
輝
い
て
い
る
人
は
、「
乙

女
物
語
」
と
い
う
本
を
書
い
た
原
沢

唯
さ
ん
。

唯
さ
ん
は
、
小
学
生
の
頃
か
ら
何

度
か
外
国
を
訪
れ
て
い
て
、
こ
の
物

語
は
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
書
い
た

と
の
こ
と
。

以
前
か
ら
、
漫
画
を
パ
ロ
デ
ィ
風

に
書
き
換
え
た
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

小
説
を
書
い
て
い
た
り
し
て
い
た
。

そ
ん
な
唯
さ
ん
が
こ
の
作
品
で
伝

え
た
い
こ
と
は
『
人
と
人
と
が
関
わ

り
合
う
こ
と
で
得
る
何
か
』
だ
そ
う

だ
。

こ
の
本
の
主
人
公
は
ア
メ
リ
カ
人

の
『
彼
』
と
日
本
人
の
『
彼
女
』
な

の
だ
が
、
唯
さ
ん
は
「
言
葉
が
違
え

ば
、
そ
の
分
お
互
い
の
主
張
し
た
い

モ
ノ
が
伝
わ
り
に
く
く
な
っ
て
大
変

に
な
る
。
だ
け
ど
、
お
互
い
が
一
人

の
人
間
と
し
て
主
張
し
合
え
ば
言
葉

の
違
い
な
ん
て
関
係
な
い
。
相
手
が

何
処
の
国
の
人
で
あ
ろ
う
が
、
言
葉

が
同
じ
だ
ろ
う
が
異
な
っ
て
い
よ
う

が
『
人
と
人
と
が
関
わ
っ
て
得
る
何

か
』
は
変
わ
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と

を
国
籍
が
異
な
る
登
場
人
物
に
よ
っ

て
伝
え
た
か
っ
た
」
と
、
二
人
の
主

人
公
設
定
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ

た
。あ

る
時
、
文
芸
社
の
サ
イ
ト
に
辿

り
着
い
た
ら
、
作
品
の
批
評
を
し
て

い
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
の
で
、
こ

の
物
語
を
送
っ
て
み
た
と
の
こ
と
。

返
っ
て
き
た
評
価
は
、
客
観
的
に

読
ん
だ
と
き
の
良
し
悪
し
と
「
出
版

し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
誘
い
だ

っ
た
。
家
族
に
相
談
し
、
皆
の
意
見

を
も
ら
う
と
首
が
縦
に
振
れ
る
ま
で

に
は
さ
す
が
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

大
人
の
階
段
を
上
り
始
め
た
少
女

が
綴
っ
た
『
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
』

は
「
乙
女
物
語
」
を
読
み
終
え
た

人
々
に
ど
う
伝
わ
る
の
か
。
興
味
が

あ
る
と
こ
ろ
だ
。

※
「
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力
で
出
来

上
が
っ
た
。
そ
の
方
達
と
関
わ
れ
た

こ
と
。
そ
し
て
制
作
に
関
わ
っ
た
全

て
の
方
と
本
を
購
入
し
て
い
た
だ
い

た
方
々
に
、
も
ち
ろ
ん
家
族
に
も
感

謝
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
こ

と
に
挑
戦
し
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
唯
さ
ん
は
抱
負
を
語
っ
た
。

パソコンに向かい文章を書くことが多い

唯さんと乙女物語
表紙はお姉さんが描いてくれた

この本のペンネームは原沢祐衣

赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
実
施
致

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
各
組
長
さ
ん

を
は
じ
め
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
、
11
月
30
日
時
点
で
割
当

額
３
８
８
、
９
０
０
円
を
超
え
る

７
９
６
、
０
０
９
円
の
実
績
と
な

摺　
　　
渕　
　　
木　
村　
　　
佳　
江　

捨　
て　
猫　
に　
好　
か　
れ　
て　
歩　
く　
影　
寒　
し　

鎌　
　　
田　
　　
吉　
野　
　　
道　
子　

老　
い　
ど　
ち　
と　
手　
を　
取　
り　
合　
い　
て　
紅　
葉　
山　

鎌　
　　
田　
　　
渡　
辺　
　　
和　
昭　

神　
留　
守　
の　
邑　
を　
守　
る　
か　
に　
忠　
魂　
碑　

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
　　
光　
子　

冬　
日　
和　
ひ　
ら　
が　
な　
ば　
か　
り　
の　
孫　
の　
文　

東　
小　
川　
　　
千　
明　
ヒ　
ロ　
子　

菊　
衣　
装　
ま　
と　
う　
て　
凛　
々　
し　
千　
代　
人　
形　

鎌　
　　
田　
　　
松　
井　
亜　
作　
枝　

陽　
の　
温　
み　
残　
し　
切　
干　
し　
取　
り　
込　
み　
ぬ　

鎌　
　　
田　
　　
寺　
岡　
　　
貞　
子　

冬　
立　
つ　
日　
秋　
色　
さ　
ら　
ふ　
北　
の　
風　

鎌　
　　
田　
　　
木　
内　
　　
山　
人　

若　
き　
日　
の　
勤　
労　
感　
謝　
有　
が　
た　
し　

須　
賀　
川　
　　
大　
竹　
　　
久　
代　

枯　
す　
す　
き　
招　
く　
も　
寂　
し　
露　
伴　
の　
碑　

鎌　
　　
田　
　　
中　
村　
　　
導　
子　

星　
月　
夜　
影　
の　
つ　
き　
来　
る　
ポ　
ス　
ト　
ま　
で　

花　
　　
咲　
　　
戸　
丸　
　　
好　
夫　

夕　
紅　
葉　
寝　
釈　
迦　
は　
飾　
る　
遠　
赤　
城　

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
ト　
ミ　
エ　

星　
月　
夜　
亡　
き　
人　
思　
う　
時　
更　
け　
て　

築　
　　
地　
　　
千　
明　
お　
さ　
む　

華　
や　
か　
に　
菊　
の　
香　
り　
の　
文　
化　
展　

花　
　　
咲　
　　
星　
野　
　　
百　
姓　

一　
粒　
の　
小　
豆　
も　
拾　
う　
農　
の　
吾　

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
　　
歌　
子　

家　
の　
陰　
そ　
の　
ま　
ま　
暮　
る　
る　
霜　
柱　

摺　
　　
渕　
　　
千　
明　
　　
新　
芽　

一　
年　
の　
修　
業　
納　
め　
や　
文　
化　
展　

今　
月　
の　
推　
薦　
句　

木　
村　
　　
佳　
江　

裏　
山　
に　
勢　
子　
の　
影　
あ　
り　
そ　
ぞ　
ろ　
寒　
む　

※　
片　
品　
中　
学　
校　
文　
化　
祭　
俳　
句　
講　
座　
作　
品　

片　
中　
三　
年　
　　
松　
浦　
あ　
す　
み　

鬼　
灯　
の　
紅　
き　
炎　
に　
夜　
が　
降　
る　

片　
中　
一　
年　
　　
小　
林　
未　
央　
理　

文　
化　
祭　
今　
日　
は　
み　
ん　
な　
の　
初　
ラ　
イ　
ブ　

片　
中　
一　
年　
　　
星　
野　
　　
優　
也　

涙　
お　
ち　
終　
戦　
の　
日　
に　
墓　
ま　
い　
り　

片　
中　
一　
年　
　　
星　
野　
　　
堅　
人　

赤　
ト　
ン　
ボ　
そ　
の　
目　
に　
写　
る　
冬　
日　
か　
な　

片　
中　
一　
年　
　　
宮　
田　
　　
　　
遼　

団　
栗　
を　
拾　
う　
リ　
ス　
道　
横　
ぎ　
り　
て　

片　
中　
一　
年　
　　
星　
野　
　　
永　
朔　

帰　
り　
道　
雪　
が　
降　
り　
だ　
し　
走　
り　
出　
す　

尾　
瀬　
高　
二　
年　
　　
萩　
原　
　　
　　
渉　

池　
の　
水　
面　
イ　
チ　
ョ　
ウ　
の　
葉　
散　
る　
今　
日　
こ　
の　
頃　

尾　
瀬　
高　
二　
年　
　　
萩　
原　
　　
和　
也　

ガ　
ン　
ダ　
ム　
に　
乗　
っ　
て　
み　
た　
い　
な　
秋　
の　
午　
後　

尾　
瀬　
高　
一　
年　
　　
伊　
佐　
　　
岐　
夏　

蝉　
時　
雨　
恋　
し　
た　
心　
の　
ざ　
わ　
め　
き　
に　
似　
て　

尾　
瀬　
高　
一　
年　
　　
入　
沢　
　　
美　
希　

冬　
の　
空　
星　
た　
ち　
輝　
き　
歌　
い　
だ　
す　

尾　
瀬　
高　
一　
年　
　　
大　
竹　
　　
　　
凛　

雪　
つ　
も　
り　
我　
等　
の　
季　
節　
舞　
降　
り　
る　

広
報
文
芸

片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平　
成　
十　
八　
年　
十　
一　
月　
俳　
句　
会　

As a matter of fact, I canÅft wait until winter really

arrives, especially the snow.  Because it means

ski/snowboard season is here.  I might be bad at

snowboarding but I love it a lot.  It is one of the very few

sports I actually enjoy doing.  My ideal winter day in

Katashina will be snowboarding all morning, and then

going to a nice onsen afterwards.  Have a mentioned that I

have fallen in love with onsenÅfs?  It is the best thing in the

world in my opinion!!! 

正直にいうと、私は冬が、特に雪が待ち遠しいです。そ
れは、スキー、スノーボードの季節が来たということだ
からです。私は下手ですがスノーボードが大好きです。
スノーボードは心から楽しめるスポーツのうちのひとつ
です。片品での理想の冬の１日とは、朝スノーボードに
行き、そのあと素敵な温泉に入ることです。私が温泉に
はまっていることはお伝えしたでしょうか。温泉は私が
思うにこの世で一番素晴らしいものだと思います。

☆生涯学習・社会体育関係
・第59回片品村成人式 7日(日)
・片品クロスカントリー大会 21日(日)
・郡市子ども会上毛かるた大会 28日(日)
・村スポ少兼小学生総体ｽｷｰ大会29日(月)
☆学校関係
・第３学期始業式 9日(火)
・小学校冬季交歓会31日(水)～2月2日(金)
◇片小
・書き初め大会 9日(火)
・友遊クラブ(わなげ･昔遊び) 15日(月)
・カルタ集会 26日(金)
◇北小
・書き初め大会 9日(火)
・スキー教室１・２年① 18日(木)
・スキー教室1･2年②、3～6年 23日(火)
・尾瀬花かるた大会 26日(金)
◇南小
・書き初め大会 11日(木)
・交通安全･あいさつ運動 9日～15日
・PTA役員学年委員合同会議 24日(水)
◇武尊根小
・書き初め大会 9日(火)
・武尊根子ども教室 11日(木)･25日(木)
◇片中
・地域ふれあい書き初め大会 10日(水)
・１日公開参観日⑥ 10日(水)
・県中体連総体ｽｷｰ大会

14日(日)～16日(火)
・ディスタンス大会 31日(水)

※予定が変更される場合もありますので、
あらかじめご了承ください。

募
　
金
　
実
　
績
　
額
（
単
位

円
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
次
の
表
の
と
お
り
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ご
協
力
に
対
す

る
お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
き
ま

す
。

地区名　　　 募金額　　　　　 地区名　　　　 募金額
須　賀　川 48,500 阿　　　村 11,500
御　座　入 24,500 上　　　而 20,500
菅　　　沼 15,000 中　　　里 13,500
築　　　地 16,500 新　　　井 30,500
下　　　平 26,500 古　　　仲 30,000
摺　　　渕 30,000 伊　閑　町 21,500
幡　　　谷 16,500 閑　　　野 9,000
鍛　冶　屋 18,500 戸　　　倉 28,000
栃　久　保 16,000 鎌 田 (1) 36,500
登　　　戸 41,500 鎌 田 (2) 38,500
山　　　崎 20,500 鎌 田 (3) 30,500
栗　　　生 12,500 鎌 田 (4) 30,000
針　　　山 7,500 鎌 田 (5) 49,000
下　小　川 20,000 片品小学校 9,157
中　　　井 22,000 片品北小学校 4,245
穴　　　沢 21,500 片品村役場職員 11,607
上　小　川 33,000 その他 1,000
太　　　田 18,500
細　工　屋 12,000 合　　　計 796,009           

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

教育委員会･1月の諸行事教育委員会･1月の諸行事
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お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

村
外
か
ら
の
長
期
滞
在
・
半
定
住

を
促
進
す
る
一
環
と
し
て
開
校
し
た

尾
瀬
の
郷
オ
ゾ
ン
・
シ
ア
タ
ー
で
は

練
習
の
集
大
成
を
「
ク
リ
ス
マ
ス
・

キ
ャ
ロ
ル
」
と
し
て
公
演
を
行
い
ま

す
。今

回
は
村
内
小
学
生
も
子
役
と
し

て
出
演
し
ま
す
。
年
末
の
お
忙
し
い

時
期
か
と
思
い
ま
す
が
、
新
年
に
向

け
て
心
あ
ら
わ
れ
る
舞
台
を
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

☆
指
導

（
財
）
現
代
演
劇

協
会
劇
団
昴

☆
原
作
　
チ
ャ

ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ

ン
ズ

☆
あ
ら
す
じ　（
ク

リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ

ロ
ル
）

主
人
公
は
エ

ベ
ニ
ー
ザ
ー
・
ス

ク
ル
ー
ジ
。
い
じ
わ
る
で
思
い
や
り

の
な
い
自
分
の
利
益
だ
け
を
考
え
他

人
の
こ
と
は
顧
み
な
い
経
営
者
。

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
の
夜
、
ス
ク

ル
ー
ジ
の
前
に
か
つ
て
の
共
同
経
営

者
で
亡
く
な
っ
た
マ
ー
レ
イ
の
亡
霊

が
現
れ
る
。
亡
霊
は
金
銭
欲
に
取
り

演
劇
ス
ク
ー
ル

「
尾
瀬
の
郷
オ
ゾ
ン
・
シ
ア
タ
ー
」
片
品
公
演

ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
２
０
０
６

尾
瀬
の
郷
ハ
ー
ト
パ
ス
ポ
ー
ト
発
行

▽
期
間
12
月
11
日
〜
31
日

▽
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
確
か
め
て
歩
行

者
・
自
転
車
・
横
断
者
』

▽
運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
・
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

こ
れ
か
ら
日
没
の
時
間
が
ま
す
ま

す
早
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
年

末
に
か
け
て
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
交

通
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

運
転
手
一
人
一
人
が
、
歩
行
者
や
対

向
車
に
対
し
て
注
意
を
喚
起
し
、
安

全
な
走
行
を
す
る
た
め
に
、
日
没
30

分
前
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
実
践
し
て
下

さ
い
。
ま
た
、
歩
行
者
は
明
る
い
服

装
や
反
射
材
の
活
用
を
心
が
け
て
下

さ
い
。
お
互
い
に
交
通
ル
ー
ル
・
マ

ナ
ー
を
守
り
ゆ
と
り
の
運
転
を
し
て

悲
惨
な
事
故
が
一
件
で
も
減
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動
実
施

１．趣　旨
男女共同参画社会の基本理念に関する理解を深めるとともに、男

女共同参画社会の実現に向けて、一層の取り組みを推進するため開催
する。
２．日　時

平成19年　1月14日（日）13時30分～15時30分　受付12:30～
３．場　所　　利根沼田県民局庁舎101会議室（1階）

（沼田市薄根町4412 123－0338）
４．主　催　　群馬県利根沼田県民局
５．参集者　　一般県民（先着150名程度）＊入場無料
６．講　演

「女房が宇宙を飛んだ～女性の生き方、男女の新たな共生～」
講師：慶應義塾大学助教授 向井万起男氏

日本人女性として初めて宇宙飛行を行った妻（向井千秋氏）を支
え、実際に経験、見聞きしたことを通じて、男女が共に生きること
について語ります。
＜講師プロフィール＞
昭和２２年生まれ。慶應義塾大学卒業後、同大学院修了。
現在,慶應義塾大学医学部助教授。宇宙飛行士･向井千秋氏の夫で、
自認｢別居生活のプロ｣自らの体験を通し､夫婦のあり方などを語る。
著書：｢女房が宇宙を飛んだ｣ ｢君について行こうー女房は宇宙をめ
ざした」「ハードボイルドに生きるのだ」（共に講談社）等多数

７．申込み・問い合わせ先
利根沼田県民局利根農業事務所
10278－23－0338 FAX：0278－22－1274
Ｅメールアドレスtonenou@pref.gunma.jp

申込方法については電話、ファックスまたはＥメールで氏名、市町
村名、電話番号　をお知らせ下さい。

申込期限　平成１８年１２月２８日（木）
８．その他　託児を希望される場合は事前に平成18年12月25日まで

に申込み下さい。

■期　日　毎月第3火曜　午後3時～6時
12／19 1／16 2／20 3／20

■ 場　所　片品村文化センター
158－4577（直通）

■相談員　樋口　　徹
（社会教育主事：村教委）
角田　　巧
（指導主事：村教委）

今のいじめの問題のひとつは、いじめられ
ている子が守られず、いじめている子がいろ
いろな理由をつけて“いじめ勝ち”している
ところにあります。いろいろな理由はあるに
しても、いじめは悪いことです。罪をにくん
で人をうらまず。村のみなさんのちからをか
りて、誰もが安心してくらせる学校をつくり
ます。

片品村教育委員会は、アフター･ケアに努力
します。それが大事だと考えます。「大丈夫で
す」「解決しました」などの報告が学校からあ
ったとき、そのままにはしません。被害・加
害の両者に確認作業をさせていただきます。
学校を信用しないというのではありません。
誰でも、どの組織でも見おとしやミスがある
という前提にたち、おもいやりある相互補完
の姿勢をもつということです。

おとなのみえでは、いじめは解決しません。
みんなで譲りあい、仲なおりのできるふんい
きをつくっていきます。どの子も村の宝です。

片品村教育長　須藤澄夫
上記以外の日には――

片品村教育委員会　158－2144

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

片品村尾瀬交通対策連絡協議会で

は、戸倉～鳩待峠間の交通規制の実

施に伴い、津奈木の案内係を募集し

ます。

募集人員は若干名で、年齢7 0歳未

満・性別は問いませんが、勤務時間

が長いため、健康に自信のある方を

募集します。

希望者は、役場むらづくり観光課

に用意してあります「申し込み用紙」

に必要事項を記入のうえ、１月末日

までに提出してください。

問い合わせ先　

むらづくり観光課158-2112

・募集戸数　１戸

・入居可能日　平成18年12月下旬

・募集期間　平成18年12月中旬

・入居資格 片品村に住所または勤

務地を有すること。税金等の滞納の

ない者であること。

問い合わせ先

農林建設課1５８ー２１１３

募　　集
尾瀬の交通規制に伴う
津奈木の案内係の募集

村営住宅入居者募集
付
か
れ
た
人
間
が
い
か
に
悲
惨
な
結

末
を
迎
え
る
か
を
説
く
。
そ
れ
を
教

え
る
た
め
に
三
人
の
精
霊
が
現
れ

る
。そ

れ
を
見
た
ス
ク
ル
ー
ジ
は
…

☆
開
催
日
　
12
月
23
日
（
土
）

開
場
午
後
６
時
　
　
　

開
演
午
後
６
時
30
分

☆
開
　
場
　
片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
入
場
料

前
売
券
　
一
般
１，

０
０
０
円

小
中
学
生
５
０
０
円

当
日
券
　
一
般
１，

５
０
０
円

小
中
学
生
７
０
０
円

幼
児
5
歳
以
下
無
料

☆
問
い
合
わ
せ
先

む
ら
づ
く
り
観
光
課

1
５
８
―
２
１
１
２

教
育
委
員
会
事
務
局

1
５
８
―
２
１
４
４

募　　集

片
品
村
で
は
、
尾
瀬
の
郷
ハ
ー

ト
パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ハ
ー
ト
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、

審
議
会
・
長
期
滞
在
者
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
ボ
ラ
バ
イ
タ
ー
等
の
方

で
、
片
品
村
を
愛
し
片
品
村
の
た

め
に
尽
く
し
て
く
れ
る
方
に
発
行

し
、
こ
こ
ろ
の
滞
在
者
と
認
め
寄

居
山
温
泉
セ
ン
タ
ー
が
村
民
料
金

と
な
り
ま
す
。

ご
近
所
に
こ
の
様
な
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

む
ら
づ
く
り
観
光
課
ま
で
ご
相
談

下
さ
い
。

いじめ相談うけます!!
――　片品いじめ相談室　――

｢利根沼田男女(とも)に
いきいき講演会｣開催要項

｢利根沼田男女(とも)に
いきいき講演会｣開催要項

次
の
基
準
に
該
当
す
る
方
は
、
表
彰

を
受
け
る
候
補
者
と
な
り
ま
す
の
で
、

受
賞
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
自
動
車
安

全
運
転
セ
ン
タ
ー
の
平
成
18
年
12
月

１
日
以
降
に
発
行
す
る
無
事
故
無
違
反

証
明
書
を
添
え
て
申
請
し
て
下
さ
い
。

◎
表
彰
の
種
類
及
び
主
な
受
賞
資
格

各
章
共
通
受
賞
資
格

・
沼
田
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る

こ
と
。

・
過
去
に
同
種
の
表
彰
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
。

・
交
通
法
令
以
外
の
法
令
違
反
の
あ
る

方
は
表
彰
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

銅
　
　
章

・
５
年
以
上
自
動
車
等
の
運
転
に
従
事

し
、
そ
の
間
交
通
事
故
交
通
違
反

の
な
い
こ
と
。

銀
　
　
章

・
10
年
以
上
（
以
下
銅
賞
資
格
と
同
）

・
銅
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

金
　
　
章

・
15
年
以
上
（
以
下
銅
賞
資
格
と
同
）

・
銀
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

金
冠
銀
章

・
20
年
以
上
（
以
下
銅
賞
資
格
と
同
）

・
金
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

金
冠
金
章

・
30
年
以
上
（
以
下
銅
賞
資
格
と
同
）

・
金
冠
銀
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

◎
表
彰
の
時
期

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
の
頃

◎
受
付
期
間

平
成
18
年
12
月
１
日
〜

平
成
1  9  
年
春
の
優
良
自
動
車

運
転
者
表
彰
の
お
知
ら
せ

平
成
19
年
１
月
31
日
ま
で

◎
そ
の
他

・
申
請
用
紙
は
役
場
総
務
課
に
有
り

・
無
事
故
無
違
反
証
明
を
と
る
に
は
郵

便
振
替
で
申
請
し
て
か
ら
約
20
日

間
か
か
り
ま
す
の
で
余
裕
を
も
っ

て
申
請
し
て
下
さ
い
。
な
お
申
請

時
に
印
鑑
・
運
転
免
許
証
・
証
明

代
金
７
７
０
円
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

◎
受
付
及
び
問
い
合
せ
先

片
品
村
役
場
　
総
務
課

1
５
８
―
２
１
１
１

内
線
２
１
４

降
雪
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
例
年

同
様
、
村
内
各
路
線
の
除
雪
体

制
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
林
道
へ
び
く
ら
線
及
び
宇

条
田
線
に
つ
き
ま
し
て
は
交
通

事
故
の
防
止
ま
た
、
経
費
削
減

の
た
め
除
雪
作
業
は
し
ま
せ
ん
。

積
雪
状
態
に
よ
り
冬
期
間
は
こ

の
２
路
線
は
通
行
止
め
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
農
林
建
設
課

1
５
８
ー
２
１
１
３
）

積
雪
に
よ
る
林

道
の
通
行
止
め

に
つ
い
て
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平
成
19
年
度
の
保
育
所
入
所
申

込
み
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、

保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の

要
領
に
よ
り
申
込
み
を
し
て
下
さ

い
。

【
受
付
時
間
】

12
月
11
日
月

〜
25
日
月

・
平
　
日
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

・
土
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
〜

正
午

【
申
請
書
の
交
付
及
受
付
場
所
】

各
保
育
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま

の
で
、
記
入
後
、
入
所
希
望
保
育

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
書
類
】

①
入
所
申
込
書

②
平
成
18
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写

し
。（
間
に
合
わ
な
い
場
合
に
は
、

会
社
等
か
ら
受
領
後
、
速
や
か

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

【
入
所
対
象
児
童
】

①
保
護
者
が
働
い
て
い
る
場
合
や
、

疾
病
等
の
理
由
に
よ
っ
て
保
育

に
欠
け
る
と
認
め
ら
れ
る
就
学

前
の
児
童
。

②
平
成
18
年
度
か
ら
継
続
し
入
所

を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
、
新
た

に
申
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

【
保
育
時
間
】

・
平
　
日
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

・
土
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
〜

正
午

【
保
育
料
】

保
育
料
は
村
県
民
税
及
び
所
得

税
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
年
齢

が
同
じ
で
も
、
家
庭
の
状
況
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

〇
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

各
金
融
機
関
に
口
座
振
替
用
の

通
帳
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
取
扱

い
金
融
機
関
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
群
馬
銀
行
尾
瀬
支
店

・
利
根
郡
信
用
金
庫
片
品
支
店

・
片
品
村
農
業
協
同
組
合

・
片
品
郵
便
局

・
尾
瀬
花
の
谷
郵
便
局

※
保
育
所
は
、
家
族
に
代
わ
っ
て

児
童
の
世
話
を
す
る
福
祉
施
設
で

す
。
す
べ
て
の
児
童
は
、
そ
の
家

族
で
両
親
の
暖
か
い
愛
情
の
も
と

で
育
て
ら
れ
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

し
か
し
、
両
親
が
共
働
き
を
し

て
い
る
場
合
や
病
気
な
ど
に
か
か

っ
て
い
る
た
め
に
、
十
分
に
保
育

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
保
育
所
は
、
こ
れ
ら
保

育
に
欠
け
る
児
童
を
両
親
に
代
わ

っ
て
保
護
養
育
す
る
事
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

〇
入
所
の
可
否
は
先
着
順
で
は
な

く
、
家
庭
の
事
情
を
総
合
的
に

審
査
し
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
申

込
書
類
に
不
備
が
な
い
の
を
確

認
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
め
に

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
保
育
料
を
滞
納

さ
れ
て
い
る
方
は
、
す
べ
て
の

保
育
料
を
払
っ
た
後
に
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

役
場
保
健
福
祉
課
窓
口
で
相
談
し

て
下
さ
い
。

“納
期
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
”

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ 保

育
所
入
所
申
込
み
に
つ
い
て

12
月
25
日
月
ま
で
に
　
入
所
希
望
保
育
所
へ

『村内商品券の期限切れ』について
商工会発行の商品券も早や5年経過しました。村内の皆様には大変ご協力頂き有難うございます。
さて、この商品券は半年毎に期限を表示しているため利用できないのではと最近商工会に問い合わ

せが多くありますが、期限切れの商品券もご利用できますので商品券取扱い加盟店でご利用下さい。
片品村商工会
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ホ
ー
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ペ
ー
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58）
2110

広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
印
刷
／
笠
原
印
刷

生まれてからいくつかの名前で呼びか

けてみて、一番似合っているように思

い「れみ」に決めました。

心身ともに健やかであってほしいと思

います。まわりの人も笑顔にできるよ

うな人になってほしいです。

■父：光義 母：ふじ子さん
■何処へお勤めですか：片品村農協です。
■趣味は何ですか：スキーです。
■片品をどう思いますか又､どうしたいですか：人々が健やか
に育てる不思議なところだと思います。

■好きな異性のタイプ：厳しくムチを打って元気付けてくれる
ような人です。

■村民の方へメッセージをお願いします：寒くなりましたので
どうか風邪などを引かぬようお気をつけ下さい。

怜美
れ み

ちゃん（H18.1.10生）
入澤学　ちはるさん（越本）のお子さん命名

将来どんな人になってほしいですか

祖父と父親から一字ずつもらいまし

た。たくさんの人から愛され信頼され

てきた祖父のような『賢』さを、困難

にぶつかった時でも自分を見失わない

ような強い『志』を持っていてほしい

という願いから名付けました。

健やかにやさしい人になってほしいです。

賢志
さ と し

ちゃん（H17.12.12生）
星野武志　愛美さん（鎌田）のお子さん命名

将来どんな人になってほしいですか

10
月
20
日

11
月
19
日

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ん
　
３
人

星
野
　
　
孝
俊
　
男
　
翔
瑛

し

う
え
い

花
咲

星
野

学

女
　
珠
奈
み

な

菅
沼

星
野

通
久

女
　
綾
奈

あ

や

な

花
咲

年
末
年
始
各
施
設
休
業
日

12
／
30
１
／
３

村
内
金
融
機
関

12
／
29
１
／
３

役
　
場

12
／
25

Ｒ
１
２
０
丸
沼
ス
キ

場
入
口

（
冬
期
閉
鎖
）

12月23日（土）月夜野病院
24日（日）内田病院
30日（土）国立沼田病院
31日（日）沼田脳神経外科

1月 1日（月）利根中央病院
2日（火）月夜野病院

3日（水）内田病院
6日（土）利根中央病院
7日（日）月夜野病院
8日（月）利根中央病院
13日（土）内田病院
14日（日）国立沼田病院

◆休日の病院◆（緊急時）

納期は12月25日（月）です
●口座振替の方は事前に残高確認を!●

今月の 
　納期は 
今月の 
　納期は 

星野
ほ し の

拓生
た く お

さん 花咲（22才）

国民健康保険税
村 県 民 税

第 9 期
第 4 期

ミ
ニ
情
報

税
に
関
す
る
標
語
で
３
名
が
入
選

ミ
ニ
情
報

厳
正
な
審
査
の
上

次
の
３
品
が

見
事
受
賞
し

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ

れ
ま
し
た

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

◎
沼
田
税
務
署
長
賞

「
税
納
め
　
明
る
い
未
来夢

か
な
う
」

１
年
　
桑
原
み
ず
き

（
幡
谷
）

◎
沼
田
県
税
事
務
所
長
賞

「
税
金
は
　
人
と
人
と
の支

え
合
い
」

１
年
　
星
野
　
優
也

（
御
座
入
）

◎
片
品
村
長
賞

「
見
直
そ
う
　
身
近
な
税
の役

割
を
」

２
年
　
星
野
　
　
潤

（
菅
沼
）

国
税
局
沼
田
税
務
署
管
内
の
「
18
年

度
税
を
知
る
週
間
」
の
行
事
の
一
つ
で

あ
る
「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」

の
募
集
に
は

全
体
で
２
３
２
５
作
品

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た

そ
の
中
か
ら

★
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
７
人

星
野
　
一
二
　
81
歳
　
花
咲

星
野
　
一
布
　
86
歳
　
御
座
入

笠
原
　
清
子
　
82
歳
　
越
本

橋
　
昭
次
　
79
歳
　
下
平

宮
田
　
ま
ち
　
90
歳
　
御
座
入

戸
丸
　
久
治
　
78
歳
　
花
咲

吉
野
　
新
吾
　
89
歳
　
土
出

前列左から２年星野潤さん、１年桑原みずきさん、１年星野優

也さん、後列左から中島智雄片中校長先生、桑原正典住民課長

平
成
18
年
12
月
31
日
現
在
で

“工
業
統
計
調
査
”
が
全
国
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す




